
 
No.２７ 平成１６年 １月２１日 地球環境の変化が、特に地球温暖化による影響から生態

系のバランスが崩れ、有害な病原菌が活性化してくるこ

とが懸念されています。ロータリーでは、世界からポリ

オの完全撲滅を目指して支援しています。また環境保全

への活動が報告されています。皆で協力することが必要

と思います。 

 
本  日  の  卓   話 

 １月 ２１ 日 （水） 
｢我 家 の ル ー ツ｣ 

      野 口 健 一 会 員      
 先週の例会は業務の都合で出張し欠席しました。業務

を優先にして欠席し､申し訳ありません。できる限り例会

には出席するように努力したいと思っています。 
 
■例 会 記 録 
第２１７７ 回例会 １月 １４日（水）曇        今月はロータリー理解推進月間です。１月号「ロータ

リーの友」でＲＩ会長は「友」誌委員長との対談の中、

例会に出席することによって初めて親睦が図れると、例

会に出席することの重要性を述べておられます。 

●ロータリーソング「R-O-T-A-R-Y」斉唱  
●ゲスト・スピーカーご紹介 
 木村光佑様（京都工芸繊維大学学長） 
●ビジターご紹介  いよいよ今年は５月２０日から２６日の国際大会が関

西で開催されます。２０日～２２日のプレコンベンショ

ン、２３日から本大会が開催されます。できるだけ多く

の人が参加すると共に､姉妹クラブの人達のアシストも

しなければなりません。ご協力の程よろしくお願いしま

す。 

 岸上億則君（千里メイプルRC） 
 中長伸一君（千里メイプルRC） 
 
※１２月ホームクラブ皆出席 
 秋山、日野岡、簡、久保、長澤、中江、中西、坂井（純）、

戸川、山口  
  
■会 長 の 時 間        中西 勝副会長 ■幹 事 報 告          掛谷建郎幹事 

１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項  本日の例会には、久しぶりに佐藤会員にご出席いただ

きました。ありがとうございます。また、卓話をご担当

いただき、木村光佑 京都工芸繊維大学学長様から卓話

をしていただきます。後ほどよろしくお願いします。ま

た、千里メイプルＲＣより岸上様、中長様が２月２１日

のＩＭのＰＲに来ていただきました。 

１）2005～2006年度ガバナー・ノミニー決定の通知 
  八田昌三君（豊中南 RC）略歴等詳細は月信２月号
に掲載  
２）2004年国際大会に海外会員の出席依頼  
３）大阪府警杉山交通部長より交通災害撲滅支援要請の

メッセージ  ＳＡＲＳがまだ終息しないのに鳥インフルエンザが発

生しました。 ４）後期地区資金・地区活動資金納入依頼 
 ２、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
■出 席 報 告 １）交通安全協会よりFAX通信  
第２１７７ 回例会 前々回（第２１７５ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率 

 ３３ (１１) 16 6 72.72 ％ 2 90.91 ％ 

２）ジョグジャカルタRCより、世界大会で口唇口藍破
裂患者救済基金募集パンフレット配布の依頼  
３）台北西北RCより会報 



３、第７回１月度理事会報告 
１） ２月度プログラムの件          承認 
２／25 次年度会長基本方針 
２） 上半期会計報告の件：山田委員長より説明 承認 
３） 忘年家族会会計報告の件               承認 
４） その他 
①茨木市社会福祉協議会の評議委員推薦の件（1名） 
会長にて調整する 
②ニコニコキャンプの件 
吹田西RCホスト役。 
茨木ロータリークラブ名にて茨木野外活動センター

申請する。 主催は 2660地区 
③次年度組織構成表（案）         承認 

 
≪第２組 IMの案内≫      千里メイプルRC 
日時：２月２１日（土）１４：００～１６：３０ 
場所：オオサカサンパレス オービットホール 
テーマ：大切な幼児教育―育つ育てられる親と子 

講師：清野博子さん（現在、吹田市助役） 

 ３、４才児で子供の人格が決まるという本を出されて

います。お孫さん等のためにも聞いてほしいと思います。

幼稚園教育にも関係してくるので、RC 会員以外でも幼
稚園の先生方、教育に携わっている方々にも特別参加し

て頂きます。当日ご出席を頂き、最後までご参加頂きた

いと思いますので、ぞうどよろしくお願い致します。 
 
 
■委 員 会 報 告 
職業奉仕委員会          中江達雄委員長 
１）茨木市内平成１５年度交通災害報告 
１．概況 死亡事故５件、内３件が 12 月に発生。全体

事故件数は 2,116件で昨年より 134件増 
２．死亡事故 
№ 日 時 場  所 概   要 原  因 

1 
4／20 
早朝 

西河原 
交差点 

2 人乗単車が貨物自
動車に衝突 

単車の信号

無視 

2 
4／23 
午前 

エキスポ 
ロード 

横断中の単車に乗

用車が衝突 
乗用車の脇

間見運転 

3 
12／８ 
午前 

JR茨木 
西口広場 

乗用車が歩行者を

はねた 
同上 

4 
12／19 
午前 

南春日丘 
１丁目 

貨物自動車が後退し警

備員をはさみこみ 

貨物車のクラ

ッチ操作ミス 

5 
12／25 
午前 

西河原 
交差点 

右折貨物自動車に

直進単車が激突 
対向車のか

げから突進 

３．教訓とお願い 

①夜間・早朝は車や人の信号無視に注意 
②駅周辺は歩行者が多く、徐行運転が原則 

③交差点右折時直進単車ありと予測しておく 
２) 皆さん スペシャルオリンピックをご存知の方お
られますか 
過日 11／14 地区大会分科会で、ゲストスピーカー細
川元総理大臣夫人の話で私も初めて知った次第です。 
 ダウン症等の知的障害者は、家族が恥じて外に出さな

いケースが多い。しかし、１人の人間として生まれてき

て楽しく暮らす権利はあるのではないか、というわけで

今や通常のオリンピックに準じ、４年に１度の世界大会

が開催されている。なぜ世間に知られていないのか不思

議ですが、少数派とお金がないことらしいです。当日、

国内大会、世界大会のビデオを見せてもらいましたが、

参加者が共に楽しみ自分の記録に歓喜している場面に感

銘した次第です。それで、皆さんに御芳志を募りささや

かでも賛同の志を伝えたくご提案する次第です。 
寄付：１口 2,000円で１口以上  締切：１／末日 

 
 
■卓  話        
佐藤でございます。年末に卓話をやれと連絡を頂き、

普段勝手ばかりしているのに大変光栄に思っています。

そこで、私が尊敬しております京都工芸繊維大学の学長

である木村光佑先生に是非お話を頂きたいと思っていた

ところで、是非にとお願いを致しましたところ、快く承

諾していただきました。実は、もう今から 5年も 10年
も前のことでありますが、日東電工の皆川社長を訪ね会

社に参りましたときに、そこに木村光佑先生のモニュメ

ントがございました。これは先生どういうことかとお聞

きしたところ。実は茨木という所は、価値の創造につい

て特殊な地域であるとのお話でありました。私はちょう

どそのような仕事に携わっていた矢先で大変嬉しく思い

ましたが、私だけではなくロータリーの皆さんにも是非

お聞きいただきたく、その機会を作りたいと思っていま

した。 今日は、ほんとに嬉しい一日にとなりました。 
 
「文化芸術について」 

京都工芸繊維大学学長 木村光佑氏 
大変過分なご紹介をいただきまた。私はかって大阪南

西ＲＣに大阪南RCからのチャーターメンバーとして１
７年間程入会していた経験がございます。その後京都の

方に移った為に退会させて頂きました。そこにバナーが

飾ってございますが、私は南西ＲＣや堂島ＲＣのバナー

を作ったり、南ＲＣにいらした山中さんがガバナーでい

らした時にガバナー月信の表紙を1年間作らせて頂きま
した。また大阪城の近くに城北ＲＣというのがございま

すが、城北ＲＣの何周年記念かで依頼され、大阪城北詰

駅に「大阪の詩」という大きな壁画を作りましたことを

今思い出しています。 
昨年、韓国の釜山の東西大学で国際学長会議というのが

ありましたが、今日はそこでお話をしましたことを少し



お話したいと思います。私が学長をしている京都工芸繊

維大学と言うのは自然科学を対象にした教育研究をする

工学系の大学です。機械、電子情報、物質、造形、応用

生物、高分子とかいう非常に難しい学問をしています。

工学部が機械とか電子情報とか物質という学問を、繊維

学部が応用生物、これは元々蚕から始まっています。そ

れからショウジョウバエ遺伝子センターというのが出来

ているのですが、これは非常に小さなハエなんですが人

間の遺伝子と非常に良く似ていまして、人間の体が何百

年か掛って変ってきたものが、ショウジョウバエですと

何週間、何時間でこの人間と同じ異変を起こせることが

出来るのです。だから人間がどう変ってきたのかという

研究ができ、また将来どう変るのかというものが分かっ

てくるということなんです。アメリカとヨーロッパとア

ジア即ち日本に 3つの核があったのですが、ヨーロッパ
がこれから撤退し、その資料が全部私どもの大学に来て

今は、アメリカと日本にしかない施設となっています。

他大学の先生方もうちの大学に来て研究しております。

17,前になりますが、日本で始めてノーベル化学賞を受賞
された福井健一先生の甥ごさんが私の住吉高校の時の同

級性で、その福井さんが私の絵を贔屓にしてくれていて、

その方がノーベル賞を貰った、そんなに偉い人が私のフ

ァンにいたんだと喜んだことを覚えています。実はこの

福井健一さんは、私の３代前の学長であり、ある日呼び

出され、木村君自然科学というか工学系の大学にこそ芸

術家が必要である。科学者というのは一生懸命研究する

んだが、つい研究に没頭するあまり普遍的な事、即ち、

もしこうゆうことが悪いことに使われたらこうゆうこと

になるという説明がないまま、一生懸命自分の研究を推

し進めることばかりやる。だから芸術的というか人間的

な感覚こそが必要である。と言うことで要請を受けまし

た。また、福井先生が学長のとき大学の中に博士課程が

なく、当時の文部省に申請していまして、まだその頃は、

京大や阪大、神戸大学にも大学院生がそれほど多くなく

許可されるかどうかわからなかったんですが、福井先生

は、他の大学にはない工学系の中に芸術があることを主

張しておりました。芸術家というのは学位をとる時間が

あれば絵を書いて世間に問うというのが私たちの考え方

でしたが、私の経歴でもって大学院担当の教授に推薦さ

れ、それがいつの間にか学長と言う重責を負わされこと

になったわけです。ちょうど西暦２０００年に開学１０

０周年を迎えました。この時の標語として「科学と芸術 

出会いを求めて」と言うことを打ち出しました、これが

２１世紀になって、アメリカのマサチュセッツ工科大学

（ＭＩＴ）において、「科学と芸術の融合」アートアンド

サイエンスと言うことを打ち出し、英国のリーズ大学、

中国の北京精華大学も、東京大学でもこれを打ち出し、

うちの先生方は真似をされたと言っておりますが、これ

は、まねと言うことではなく、２１世紀こそが、科学万

能ではなくその中に心と言うものが含まれていると言う

事が見直されてきたものだと思います。私の大学には嵐

山に農場がありますが、そこで学生も先生も、コンピュ

ーターに向かってをクリックして研究をしております。

私は農場でものを植えて、それが大きくなっていくとい

う事こそが今の科学の中に必要なことではないかと思い

ます。そうゆうことが分かっていてコンピューターを使

うのならいいのですが、コンピューターが万能で、バー

チャルと言って、何もしなくても出来上がってしまうわ

けです。私どもには建築科もありますが、建築と言うも

のは、コンピューターでは出来上がりが図面からパット

分かってしまうというわけですが、そうでなくてレンガ

を積み上げるように、こうゆうように出来上がるんだと

いう教育が必要ではないかと考えています。日東電工に

皆川さんと、その後鎌居五郎社長から７５周年の記念に

壁画を作ってくれということで５つほど作らせて戴きま

した。レオナルドダビンチのデッサンを掘り起こし、そ

の上にいろいろな事物を配し、新しい価値の創造を表現

いたしました。また、佐藤先輩のお話にありましたモニ

ュメントは、三角錐のところに地球儀を置き、この中に

３５度線を掘り込みました。この３５度線というのが大

変なもので、東洋の文化線と言われているものです。中

国の西安、東京も大阪のそうですが、そして茨木、京都

は四条河原町に３５度線が通っており、阪急の東側に黒

御影で同じモニュメントを置いてあります。茨木では今

回市長が変りますが、茨木こそ文化を基に経済を発展さ

せる方が市長に出られたらと思っております。今日はあ

りがとうございました。  
 
 
■ニ コ ニ コ 箱                   秋山S.A.A 
※ホームクラブ皆出席  
 秋山、久保、長澤、中西、坂井（純）、山口 

※写真を頂いて               掛谷 
※バッチを忘れました すみません      中江 
 

本日計   １６，０００円  
累 計１，２０７，３０９円 

 
■次 回 卓 話 

「２００４年度の新春に思う」 

               藤井 實会員 
 
 
 


